
 

 

 

『カクキューの八丁味噌を愛した著名人』 

～ 川崎 小虎（かわさき しょうこ） ～ 

 

1886 年（明治 19 年）～ 1977 年（昭和 52 年） 

岐阜県出身。日本画家。 

 

明治画壇の大家と知られた祖父の川崎千虎から大和絵を学び、千虎が佐賀県有

田陶芸学校校長になると、その専科で絵画と図案を学びました。千虎没後は、

千虎門下で武者絵などで近代日本歴史画の父と言われた小堀鞆音に師事しま

した。 

 

東京美術学校教授、武蔵野美術大学名誉教授を勤め、戦前・戦後を通じ文展、

帝展、日展で活躍しました。 

 

川崎小虎の長女は弟子の一人であった日本画家・東山魁夷の妻となり、魁夷の

作風にも小虎は影響を与えました。 

 

当社史料室には、昭和時代にお客様の御用命により川崎小虎に味噌をお送りし

た記録をはじめ、川崎小虎の作品が記載された名古屋松坂屋美術部や愛知社か

らの各種展覧会の案内状が残っています。 

 

そのほか、魁夷と深い親交のあった川端康成に味噌をお送りした記録も残って

います。川端康成について詳しくは「カクキューの八丁味噌を愛した著名人」

の「川端康成」をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

川崎小虎に味噌を発送した記録（昭和 5 年 12 月 10 日） 

〔昭和 5～6 年の「荷物発送簿」より〕 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
上図：名古屋松坂屋美術部の「東都大家紙本画展覧会目録」全体図 

右図：川崎小虎の部分の拡大図 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2026.3.6 

愛知社からの展覧会の案内状（昭和 9 年 4 月）  

愛知社からの展覧会の案内状（昭和 13 年 6 月 3 日） 


